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『
現
代
中
国
語
生
成
文
法
』（
好
文
出
版
、
二
〇
一
八
年
）
は
、
何
元
健

（Yuanjian H
e

）
元
マ
カ
オ
大
学
教
授
が
執
筆
し
た
《
现
代
汉
语
生
成
语

法
》（
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）
を
、
山
口
直
人
大
東
文
化
大
学

教
授
が
邦
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
生
成
文
法
と
呼
ば
れ
る
言
語
理
論
の

枠
組
み
を
用
い
た
現
代
中
国
語
の
包
括
的
な
記
述
文
法
書
（
中
国
語
の

言
語
現
象
を
母
語
話
者
の
言
語
直
感
に
基
づ
い
て
記
述
し
た
も
の
）
と
言
っ

て
よ
い
。

　

生
成
文
法
に
つ
い
て
ご
存
知
の
読
者
は
、米
国
の
言
語
学
者
ノ
ー
ム
・

チ
ョ
ム
ス
キ
ー
に
よ
っ
て
創
始
さ
れ
た
「
英
文
法
の
」
学
派
と
い
う
印

象
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
実
際
は
、
生
成
文
法
は
中
国
語
や
日
本
語

は
も
ち
ろ
ん
他
の
様
々
な
言
語
に
適
用
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
は
生
成

文
法
の
枠
組
み
を
分
析
基
盤
と
し
て
採
用
す
る
こ
と
で
異
な
る
言
語
の

比
較
が
可
能
に
な
る
た
め
、
中
英
あ
る
い
は
中
日
を
比
較
し
た
論
文
に

生
成
文
法
理
論
に
も
と
づ
く
現
代
中
国
語
の

包
括
的
な
記
述
文
法
書

藤
井　

友
比
呂

Book Review

B5判　714頁
好文出版

［本体 6,000円 + 税］

国
際
学
術
雑
誌
で
出
会
う
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。

　

早
速
本
書
の
各
章
の
紹
介
に
移
る
が
、
こ
の
七
〇
〇
ペ
ー
ジ
を
超
え

る
大
著
の
紹
介
は
紙
数
の
関
係
上
選
択
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
し

か
し
そ
れ
で
も
な
お
、
本
書
の
包
括
性
を
伝
え
る
た
め
に
で
き
る
限
り

デ
ー
タ
に
触
れ
る
よ
う
に
努
め
た
い
。

　

ま
ず
本
書
第
一
章
、
第
二
章
は
、
文
法
理
論
の
構
築
が
ど
う
い
う
こ

と
で
あ
る
か
を
説
明
し
、
文
法
理
論
を
構
成
す
る
部
門
と
原
理
を
導
入

す
る
。
そ
の
中
で
は
生
成
文
法
の
特
徴
が
い
く
つ
か
挙
げ
ら
れ
て
い
る

が
、
こ
こ
で
形
式
化
と
い
う
条
件
を
と
り
あ
げ
て
理
論
の
性
格
を
素
描

す
る
こ
と
を
試
み
た
い
。
形
式
化
と
は
言
い
換
え
れ
ば
、
文
の
文
法
性

や
非
文
法
性
が
理
論
（
仮
定
の
集
ま
り
）
か
ら
演
繹
的
に
（
論
理
的
に
）

導
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
第
四
章

に
あ
る
類
別
詞
と
形
容
詞
の
語
順
の
制
約
を
例
に
し
て
見
て
み
よ
う
。

何
元
建
著
／
山
口
直
人
訳

現
代
中
国
語
生
成
文
法

https://www.toho-shoten.co.jp/toho-web/search/detail?id=4872202052&bookType=jp
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「
一
条
大
狗
」〈
一
匹
の
大
き
い
犬
〉
は
文
法
的
で
あ
る
が
、「
＊
大
一
条
狗
」

は
そ
う
で
は
な
い
（
＊
は
当
該
の
句
や
文
が
母
語
話
者
に
と
っ
て
非
文
法
的

で
あ
る
こ
と
を
示
す
）。
こ
の
対
比
を
説
明
す
る
た
め
に
、
理
論
は
（
ⅰ
）

類
別
詞
は
名
詞
句
を
従
え
て
量
詞
句
を
形
成
す
る
こ
と
、（
ⅱ
）
形
容

詞
は
名
詞
句
内
に
現
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、（
ⅲ
）「
大
」
は
形

容
詞
で
あ
り
、「
条
」
は
類
別
詞
で
あ
る
こ
と
を
仮
定
す
る
。
左
の
品

詞
ラ
ベ
ル
付
き
カ
ッ
コ
表
示
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、「
大
」
が
「
一
条
」

に
先
行
す
る
と
（
ⅱ
）
の
条
件
が
破
ら
れ
る
（
形
容
詞
が
名
詞
句
の
外
に

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
注
意
）。
こ
れ
が
上
述
の
語
順
が
不
可
能
な

こ
と
の
説
明
の
概
要
と
な
る
。

　
　

＊
大
［
量
詞
句

一
条
［
名
詞
句

狗
］］

こ
の
よ
う
に
生
成
文
法
は
、
文
や
句
の
適
格
性
の
条
件
を
可
能
な
限
り

明
示
的
に
規
定
す
る
こ
と
を
自
ら
に
課
す
の
で
あ
る
。

　

第
三
章
〜
第
五
章
は
名
詞
句
関
連
の
章
で
あ
る
。
第
四
章
「
名
詞
句

と
量
詞
句
」
は
上
で
既
に
触
れ
た
の
で
、第
三
章
と
第
五
章
に
触
れ
る
。

第
三
章
「
辞
書
」
は
、（
句
で
は
な
く
）
語
と
し
て
の
名
詞
の
形
成
を
取

り
上
げ
る
。
例
え
ば
、「
矮
子
」〈
背
の
低
い
人
〉、「
电
子
」〈
電
子
〉
に

見
ら
れ
る
「
子
」
は
、
形
容
詞
や
名
詞
か
ら
新
し
い
語
を
作
る
接
辞
で

あ
る
。
第
五
章
「
限
定
詞
句
」
で
は
、
名
詞
の
指
示
対
象
が
問
題
に
さ

れ
て
い
る
。
限
定
詞
と
は
英
語
の
冠
詞the

な
ど
で
あ
る
。
中
国
語
の

よ
う
な
定
冠
詞
を
持
た
な
い
よ
う
に
見
え
る
言
語
で
こ
の
限
定
詞
分
析

を
当
て
は
め
る
べ
き
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
論
争
が
あ
る
が
、
本
書
は

中
国
語
に
は
、
音
声
を
も
た
な
い
の
で
何
も
な
い
よ
う
に
見
え
る
が
、

（
ゼ
ロ
）
限
定
詞
が
存
在
し
て
い
る
と
い
う
立
場
を
と
る
。

　

第
六
章
は
名
詞
相
当
句
以
外
の
様
々
な
句
を
扱
う（
カ
ッ
コ
内
は
例
）。

形
容
詞
句
（「
很
红
」〈
と
て
も
赤
い
〉）、
副
詞
句
（「
仔
细
」〈
詳
し
く
〉）、

前
置
詞
句
（「
在
北
京
」〈
北
京
で
〉）、
数
量
詞
句
（「
三
个
人
」〈
三
人
〉）、

助
詞
句
（「
高
高
的
」〈
高
い
〉）、
接
続
詞
句
（「［
包
子
］
和
［
馒
头
］」〈
バ

オ
ズ
と
マ
ン
ト
ウ
〉）
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。

第
七
章
か
ら
第
九
章
で
は
動
詞
周
辺
の
構
造
を
詳
細
に
吟
味
す
る
。

第
七
章
は
、
動
詞
語
幹
と
屈
折
的
要
素
か
ら
な
る
複
合
体
を
主
に
取
り

上
げ
る
（「
笑
了
」〈
笑
っ
た
〉
な
ど
の
ア
ス
ペ
ク
ト
形
式
、「
老
师
要
不
要
去

上
海
？
」〈
先
生
は
上
海
に
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
か
？
〉
な
ど
の
「
不
」

を
伴
う
疑
問
形
式
等
）。
第
八
章
で
は
種
々
の
動
詞
の
項
構
造
と
称
さ
れ

る
性
質
に
、第
九
章
で
は
種
々
の
結
果
構
文
の
分
析
に
焦
点
を
当
て
る
。

技
術
的
前
提
が
関
わ
っ
て
く
る
た
め
詳
し
く
立
ち
入
る
余
裕
が
な
い

が
、
分
析
の
雰
囲
気
を
得
る
た
め
に
、
自
動
詞
に
二
種
類
あ
る
と
い
う

い
わ
ゆ
る
「
非
対
格
仮
説
」
を
と
り
あ
げ
よ
う
。「
张
三
笑
了
」〈
張
三

は
笑
っ
た
〉
と
「
张
三
逃
了
」〈
張
三
は
逃
げ
た
〉
は
一
見
同
じ
形
を
し

て
い
る
が
、
倒
置
可
能
性
に
差
が
出
て
く
る
。「
＊
笑
了
张
三
」
は
不

可
能
で
あ
る
の
に
対
し
、「
逃
了
张
三
」
は
可
能
だ
と
い
う
。「
笑
」
の

主
語
は
主
語
の
典
型
で
あ
る
「
動
作
主
」
で
あ
る
の
に
た
い
し
、「
逃
」
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の
主
語
は
、
詳
細
は
本
書
に
譲
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
あ
る
意
味

で
目
的
語
に
近
い
「
対
象
」
で
あ
る
と
分
析
し
、
倒
置
可
能
性
の
対
比

を
捉
え
よ
う
と
す
る
。

　

第
十
章
は
、
動
詞
句
を
超
え
た
、
節
レ
ベ
ル
の
諸
現
象
を
検
討
す
る
。

前
半
で
陳
述
、
質
問
、
命
令
と
い
う
主
文
の
文
機
能
に
関
わ
る
現
象
を

扱
い
、
後
半
で
節
が
他
の
よ
り
大
き
い
節
の
一
部
に
な
る
現
象
（
埋
め

込
み
）
を
吟
味
し
て
い
る
。
文
機
能
に
つ
い
て
は
補
文
標
識
と
呼
ば
れ

る
要
素
が
重
要
で
あ
る
。
中
国
語
は
一
部
日
本
語
と
似
て
い
て
、
陳
述

の
機
能
を
も
つ
文
「
妈
妈
要
去
超
市
」〈
お
母
さ
ん
は
ス
ー
パ
ー
に
行
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
〉
に
疑
問
の
補
文
標
識
「
吗
」
を
付
加
す
る
と
疑

問
の
機
能
を
も
つ
文
と
な
る
。
埋
め
込
み
に
つ
い
て
は
、
文
が
主
文
の

主
語
や
目
的
語
と
な
る
ケ
ー
ス
（「［
张
三
当
领
导
］
不
合
适
」〈
張
三
が
指

導
者
に
な
る
こ
と
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
〉
は
埋
め
込
み
主
語
の
例
）、
ま
た
関

係
節
や
同
格
節
の
よ
う
に
名
詞
を
修
飾
す
る
ケ
ー
ス
が
検
討
さ
れ
る
。

　

第
十
一
章
と
第
十
二
章
で
は
、様
々
な
構
文
が
扱
わ
れ
て
い
る
。「
把
」

や
「
被
」
が
関
わ
る
態
交
替
現
象
（「
张
三
把
他
骗
了
」〈
張
三
は
彼
を
だ

ま
し
た
〉）、「
有
」
で
導
か
れ
る
存
在
文
（「
有
客
人
来
了
」〈
あ
る
お
客
が

来
た
〉）
な
ど
を
第
十
一
章
で
扱
い
、焦
点
構
文
（「
张
三
是
戴
眼
镜
的
」〈
張

三
は
（
何
を
か
け
て
い
る
か
と
言
え
ば
）
メ
ガ
ネ
を
か
け
て
い
る
の
だ
〉）、
主

題
構
文
（「
这
种
事
情
呀
，
他
不
屑
做
」〈
こ
う
し
た
こ
と
は
ね
、
彼
は
や
ろ

う
と
し
な
い
〉）
等
の
構
文
を
第
十
二
章
で
扱
う
。

　

第
十
三
章
で
扱
わ
れ
て
い
る
疑
問
文
は
、
恐
ら
く
も
っ
と
も
よ
く

知
ら
れ
た
中
国
語
の
ト
ピ
ッ
ク
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
八
〇
年
代
前
半
か

ら
、
中
国
語
や
日
本
語
の
疑
問
語
が
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
言
語
と
異
な
り
）

文
頭
で
発
音
さ
れ
る
必
要
が
な
い
と
い
う
性
質
（「
张
三
去
哪
儿
呢
」〈
張

三
は
ど
こ
に
行
き
ま
す
か
〉）
の
研
究
が
深
化
し
、
言
語
理
論
全
般
に
大

き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
い
わ
ゆ
る
統
率
束
縛
理
論
（
Ｇ
Ｂ
理
論
）
の

成
立
を
導
い
た
。
本
章
は
さ
ら
に
詳
細
な
疑
問
文
の
下
位
分
類
も
提
案

し
て
お
り
（「
吗
」、「
吧
」、「（
是
）
…
还
是
…
」
を
伴
う
諸
形
式
）、
こ
の

細
や
か
な
記
述
は
、
母
語
話
者
を
読
者
に
想
定
し
た
研
究
書
な
ら
で
は

の
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

最
終
章
で
あ
る
第
十
四
章
「
論
理
形
式
」
は
、
量
化
詞
や
代
名
詞
類

の
解
釈
を
取
り
上
げ
て
、
文
法
と
意
味
の
関
係
を
論
じ
て
い
る
。
こ
こ

で
は
部
分
否
定
解
釈
の
例
を
見
て
、
論
理
形
式
の
「
感
じ
」
に
触
れ
る

だ
け
で
十
分
で
あ
ろ
う
。「
所
有
发
光
的
不
都
是
金
子
」
は
〈
光
る
も

の
必
ず
し
も
金
な
ら
ず
〉
と
い
う
部
分
否
定
の
読
み
だ
け
を
も
ち
、〈
全

て
の
光
る
も
の
は
金
で
な
い
〉と
い
う
全
部
否
定
の
意
味
は
も
た
な
い
。

こ
の
よ
う
な
意
味
的
性
質
を
扱
う
部
門
が
論
理
形
式
で
あ
る
。

　

急
ぎ
足
で
全
十
四
章
を
概
観
し
た
。
上
述
し
た
よ
う
に
、
本
書
の
大

き
な
特
長
の
一
つ
は
そ
の
包
括
性
及
び
デ
ー
タ
の
豊
か
さ
で
あ
る
。
過

去
の
中
国
語
生
成
文
法
研
究
書
の
邦
訳
に
『
中
国
語
変
形
文
法
研
究
』

（
湯
廷
池
著
、
松
村
文
芳
訳
、
白
帝
社
、
一
九
八
七
年
）
が
あ
る
。
原
著
は
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一
九
七
七
年
に
台
湾
で
出
版
さ
れ
て
い
て
、
精
緻
な
拡
大
標
準
理
論
の

分
析
を
示
し
た
良
書
で
あ
る
が
、
デ
ー
タ
の
範
囲
と
い
う
点
で
両
書
の

目
次
を
比
べ
る
と
、
こ
の
四
〇
年
で
い
か
に
中
国
語
の
研
究
が
進
展
し

た
か
が
分
か
る
。
言
語
学
者
は
通
常
、
他
の
科
学
分
野
で
も
そ
う
で
あ

る
よ
う
に
「
狭
い
」
領
域
を
「
深
く
」
研
究
す
る
。
一
方
で
、
あ
る
言

語
の
特
定
の
文
法
事
項
を
扱
う
と
き
、
そ
の
言
語
の
文
法
の
他
の
性
質

に
対
す
る
深
い
理
解
は
欠
か
せ
な
い
。
こ
の
た
め
本
書
の
よ
う
な
包
括

的
な
文
法
書
は
言
語
学
者
に
と
っ
て
非
常
に
有
益
で
あ
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
が
、
他
方
で
、
普
段
は
「
狭
い
」
領
域
の
「
深
い
」
研
究
に

従
事
し
て
い
る
た
め
、
仕
上
げ
る
こ
と
が
非
常
に
難
し
い
高
度
な
仕
事

で
あ
る
と
い
え
る
。

　

さ
ら
に
本
書
の
邦
訳
書
と
し
て
の
貢
献
も
見
逃
せ
な
い
。
本
書
の
翻

訳
は
、
中
国
語
の
高
い
読
解
能
力
を
も
っ
て
い
な
が
ら
中
国
語
文
法
と

生
成
文
法
の
技
術
的
側
面
に
通
じ
た
研
究
者
に
し
か
で
き
な
い
仕
事
で

あ
る
。
お
か
げ
で
（
私
の
よ
う
な
日
本
語
や
英
語
を
研
究
対
象
に
す
る
こ
と

が
多
い
）
中
国
語
が
全
く
読
め
な
い
者
に
も
中
国
語
で
出
版
さ
れ
た
研

究
書
が
ア
ク
セ
ス
可
能
と
な
っ
た
。
原
著
が
読
者
に
中
国
語
母
語
話
者

を
想
定
し
て
い
る
た
め
、
英
語
で
出
版
さ
れ
て
い
る
記
述
文
法
書
と
比

べ
る
と
、
本
書
に
は
母
語
話
者
読
者
と
対
峙
す
る
と
き
の
あ
る
種
の
臨

場
感
が
あ
る
。

　

本
書
の
出
版
に
つ
い
て
も
う
一
つ
注
目
し
た
こ
と
は
、
原
著
の
出
版

地
で
あ
る
。
原
著
は
北
京
で
出
版
さ
れ
て
い
る
。
過
去
に
お
い
て
は
、

中
国
本
土
で
は
「
チ
ョ
ム
ス
キ
ー
理
論
に
も
と
づ
い
た
研
究
は
、
地
方

の
外
国
語
学
院
と
か
、
英
語
の
先
生
の
一
部
に
し
か
み
ら
れ
ず
、
中
央

の
主
要
な
言
語
学
誌
に
自
由
に
現
れ
る
よ
う
に
な
る
に
は
、
ま
だ
か
な

り
の
時
間
が
か
か
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
」
状
況
が
あ
っ
た
と

い
う
（
今
井
邦
彦
編
『
チ
ョ
ム
ス
キ
ー
小
辞
典
』
大
修
館
書
店
、一
九
八
六
年
）。

原
著
が
二
〇
一
三
年
に
版
を
重
ね
て
い
る
と
い
う
事
実
を
踏
ま
え
る

と
、
状
況
は
か
な
り
変
わ
っ
て
き
た
と
推
察
さ
れ
、
生
成
文
法
研
究
の

地
域
的
広
が
り
が
う
か
が
わ
れ
る
。
実
際
に
東
ア
ジ
ア
言
語
の
生
成
文

法
研
究
を
多
く
掲
載
す
る
国
際
誌Journal of East Asian Linguistics

の
こ
こ
数
年
の
巻
を
見
る
と
、
中
国
本
土
発
の
研
究
は
急
激
に
増
え
て

き
て
い
る
。

　

最
後
に
、
中
国
語
生
成
文
法
研
究
の
地
域
的
な
広
が
り
と
い
う
点
で

言
え
ば
、
本
訳
書
の
出
版
を
経
て
、
こ
こ
日
本
に
お
い
て
も
、
生
成
文

法
家
で
は
な
い
中
国
語
研
究
者
と
中
国
語
か
ら
遠
か
っ
た
生
成
文
法
家

の
距
離
が
今
後
縮
ま
っ
て
い
く
こ
と
が
一
層
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。（

ふ
じ
い
・
と
も
ひ
ろ　

横
浜
国
立
大
学
大
学
院
環
境
情
報
研
究
院
）




